
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
１
月
12
日
、
令
和
２
年
積
丹
町
成
人

式
が
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
挙
行
さ
れ
、

華
や
か
な
振
り
袖
や
ス
ー
ツ
姿
に
身
を

包
ん
だ
新
成
人
16
人
（
出
席
11
人
）
の

新
た
な
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

　
新
成
人
の
皆
さ
ん
は
、
家
族
や
来
賓

に
拍
手
で
迎
え
ら
れ
、
一
人
ひ
と
り
の

紹
介
の
後
、
十
河
教
育
長
の
式
辞
、
松

井
町
長
と
山
本
議
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
励

ま
し
の
言
葉
を
受
け
ま
し
た
。

　
ま
た
、
新
成
人
を
代
表
し
て
髙
橋
夏

艶
さ
ん
（
美
国
町
）（
写
真
・
左
）
が
記
念

品
を
、
杉
野
耀
一
さ
ん
（
日
司
町
）
と

西
川
亜
紗
加
さ
ん
（
美
国
町
）（
写
真
・

右
）
が
壇
上
で
、「
こ
の
日
を
迎
え
ら
れ

た
感
動
と
喜
び
を
こ
れ
か
ら
の
人
生
に

生
か
し
、
歴
史
あ
る
郷
土
に
誇
り
を
持

ち
、
若
い
力
と
情
熱
に
よ
り
、
限
り
な

い
可
能
性
に
向
け
力
強
く
歩
ん
で
い
き

ま
す
。」
と
新
成
人
の
誓
い
を
述
べ
ま
し

た
。

　
式
典
の
後
は
立
食
交
歓
会
が
催
さ
れ
、

新
成
人
一
人
ひ
と
り
が
近
況
を
報
告
し

ま
し
た
。

　
ま
た
、町
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
（
魚

屋
友
子
会
長
）
か
ら
は
「
赤
飯
」
が
、

陶
芸
サ
ー
ク
ル
（
土
井
知
子
代
表
）
か

ら
は
「
お
皿
」
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま

し
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
道
を
歩
む
新
成
人
の
皆

さ
ん
の
ご
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

新たな門出 令和２年 積丹町成人式

　

札幌の大学で法
律を勉強中。

古平町で水産関
係の仕事に。

小樽市の水道設
備会社に勤務。

苫小牧市にある
会社に勤務。

水産高校の専攻科
で勉強中。４月か
ら貨物船に乗るの
で頑張りたい。

札幌の専門学校
で勉強中。漫画家
になれるよう頑
張りたい。

江別市の大学で
養護教諭になる
ため勉強中。積丹
で働けるよう頑
張りたい。

余市町の観光施
設でガイドとし
て勤務。

札幌の大学で法

律を勉強中。

小樽市でサービ
ス業をしている。
両親に恩返しし
ていきたい。

新成人に聞きました！

これからの 夢・目標
今取り組んでいること

小樽市の道路舗
装会社に勤務。

西
川 

亜あ

さ

か

紗
加 

さ
ん（
美
国
町
）

越
前 

雄ゆ
う
き貴 

さ
ん（
美
国
町
）

畑
谷 

守し
ゅ
う
じ治 

さ
ん（
美
国
町
）

長
内 

春は
る
み
ち道 

さ
ん（
幌
武
意
町
）

茂
木 
遼

は
る
か 

さ
ん（
美
国
町
）

中
村 

蓮れ
ん 

さ
ん（
日
司
町
）

小原 ほのか さん（入舸町）

山本 菜
な つ み

摘 さん（美国町）

永坂 美
み づ き

月 さん（美国町）杉野 耀
よういち

一 さん（日司町）

髙橋 夏
な つ

艶 さん（美国町）
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令
和
２
年
積
丹
消
防
団
出
初
式

が
、
１
月
７
日
に
挙
行
さ
れ
ま
し

た
。　

　

午
前
９
時
の
サ
イ
レ
ン
で
団
員

を
招
集
。
美
国
神
社
で
消
防
団
長

や
各
分
団
長
ら
に
よ
る
安
全
祈
願

が
行
わ
れ
た
後
、
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
で
式
典
が
挙
行
さ
れ
、
各
地

区
の
団
員
や
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
員

総
員
65
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
今
井
諭
積
丹
消
防

団
長
が
「
防
災
の
第
一
線
に
あ
る

我
々
は
、
地
域
住
民
の
安
全
確
保

の
た
め
、
い
か
な
る
災
害
に
も
屈

し
な
い
体
制
・
力
を
整
え
て
お
く

決
意
と
行
動
力
が
大
切
で
す
。
消

防
職
員
、
団
員
に
は
消
防
の
使
命

を
認
識
さ
れ
、新
た
な
決
意
を
も
っ

て
精
進
さ
れ
る
こ
と
を
切
望
し
ま

す
。」と
式
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
地
域
防
災
の
要
を
担
う

消
防
団
員
と
し
て
町
民
か
ら
の
期

待
の
大
き
さ
に
、
決
意
を
新
た
に

　

地
域
の
防
災　

決
意
新
た
に

積
丹
消
防
団
出
初
式

■
北
海
道
知
事
表
彰

【
30
年
勤
続
表
彰
】

第
７
分
団 

部
長

　
角
田

　
幸
穂 

さ
ん
（
余
別
町
）

第
３
分
団 

班
長

　
羽
根
田

　
公
彦 

さ
ん
（
入
舸
町
）

【
20
年
勤
続
表
彰
】

第
７
分
団 

班
長

　
友
杉
　
共
見 

さ
ん
（
余
別
町
）

第
５
分
団 
団
員

　
三
國
　
芳
人 
さ
ん
（
野
塚
町
）

第
６
分
団 

団
員

　
畑
中
　
禅
一 

さ
ん
（
来
岸
町
）

【
10
年
勤
続
表
彰
】

第
１
分
団 

班
長

　
奥
田
　
賢 

さ
ん
（
美
国
町
）

第
４
分
団 

団
員

　
佐
藤

　
能
久 

さ
ん
（
日
司
町
）

第
４
分
団 

団
員

　
佐
藤

　
翔
太 

さ
ん
（
日
司
町
）

第
７
分
団 

団
員

　
佐
藤

　
正
樹 

さ
ん
（
余
別
町
）

第
７
分
団 

団
員

　
野
宮

　
之
昌 

さ
ん
（
余
別
町
）

■
北
海
道
消
防
協
会
表
彰

【
30
年
勤
続
表
彰
】

第
７
分
団 

部
長

　
角
田

　
幸
穂 

さ
ん
（
余
別
町
）

第
３
分
団 

班
長

　
羽
根
田

　
公
彦 

さ
ん
（
入
舸
町
）

第
４
分
団 

班
長

　
須
田

　
真
史 

さ
ん
（
日
司
町
）

【
20
年
勤
続
表
彰
】

第
２
分
団 

部
長

　
加
藤
　
博
明 

さ
ん
（
幌
武
意
町
）

第
５
分
団 

班
長

　
齋
藤
　
博
文 

さ
ん
（
野
塚
町
）

第
３
分
団 

団
員

　
鳴
海
　
友
幸 

さ
ん
（
入
舸
町
）

第
５
分
団 

団
員

　
三
國
　
芳
人 

さ
ん
（
野
塚
町
）

第
６
分
団 

団
員

　
畑
中
　
禅
一 

さ
ん
（
来
岸
町
）

【
10
年
勤
続
表
彰
】

第
１
分
団 

班
長

　
奥
田

　
賢 

さ
ん
（
美
国
町
）

し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
永
年
に
わ
た
り
消
防
団

員
と
し
て
精
励
さ
れ
た
方
々
の
功

績
に
、
北
海
道
知
事
や
北
海
道
消

防
協
会
な
ど
か
ら
の
表
彰
状
が
伝

達
さ
れ
ま
し
た
。

　

あ
ら
ゆ
る
災
害
対
応
へ
の
重
責

を
担
う
「
郷
土
が
誇
る
消
防
団
」

の
更
な
る
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

■
北
後
志
消
防
組
合
管
理
者
表
彰

【
30
年
勤
続
表
彰
】

第
７
分
団 

部
長

　
角
田

　
幸
穂 

さ
ん
（
余
別
町
）

第
３
分
団 

班
長

　
羽
根
田

　
公
彦 

さ
ん
（
入
舸
町
）

第
４
分
団 

班
長

　
須
田

　
真
史 

さ
ん
（
日
司
町
）

【
20
年
勤
続
表
彰
】

第
２
分
団 

部
長

　
加
藤

　
博
明 

さ
ん
（
幌
武
意
町
）

第
５
分
団 

班
長

　
齋
藤

　
博
文 

さ
ん
（
野
塚
町
）

第
３
分
団 

団
員

　
鳴
海

　
友
幸 

さ
ん
（
入
舸
町
）

第
５
分
団 

団
員

　
三
國
　
芳
人 

さ
ん
（
野
塚
町
）

第
６
分
団 

団
員

　
畑
中
　
禅
一 

さ
ん
（
来
岸
町
）

【
10
年
勤
続
表
彰
】

第
１
分
団 

班
長

　
奥
田
　
賢 

さ
ん
（
美
国
町
）

■
積
丹
消
防
団
団
長
表
彰

【
個
人
表
彰
】

婦
美
女
性
防
火
ク
ラ
ブ 

会
長

　
阿
部
　
陽
子 

さ
ん

幌
武
意
女
性
防
火
ク
ラ
ブ 

副
会
長

　
長
内

　
朱
実 

さ
ん

 
”
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